
 

 

 
公益社団法人川口市防火安全協会 

令 和 7 年 度 事 業 報 告 
 

 
火災等の災害防止を図るため、防火知識の普及啓発活動及び防火防災管理者並びに危険物

取扱者等の防火防災関係者の資質の向上を図るための講習会等育成事業を実施した。 
 
 
１ 防火思想普及啓発事業 

（１）春・秋火災予防運動に伴うポスター・チラシ等作成・配布  

ア．小学生を対象にした火災予防ポスターコンクール開催 応募数３４校・１,３２２点 

上位 10 点にトロフィー贈呈、金賞作品２点を秋・春の火災予防運動用にポスター化、

キャスティビジョン広報映像に掲載 

イ．春の火災予防運動 ポスター  ３，０００枚 作成・配布  

ウ．秋の火災予防運動 ポスター  ３，０００枚 作成・配布 

エ．火災予防チラシ・ぬりえの作成・配布 ８，０００枚 
   
（２）小学生消防体験教室 

    １０月１１日（土） 消防局   参加者 小学生１８名 

   小学生の職場体験及び防火知識の普及啓発 
  
（３）防火ポスター展示   

１１月７日～１７日 ほか 市内ショッピングモール等 

火災予防運動の一環として、ポスターコンクール入選作品の展示  
  
（４）街頭広報の実施 

１１月１０日（月）JR京浜東北線川口駅東口及び西口周辺 危険物委員等対応１３名 

秋の火災予防運動として歩行者に啓発用物品配布（ミニタオル１，０００枚） 
 
（５）荒川ふれあいまつり（役員・防火管理委員等対応 ２２名） 

１１月１６日（日）川口市浮間ゴルフ場 住宅防火フェア 

こどもクロケットのコーナー来場者１，５００名 

消防車ハンカチ５５０枚、住宅用火災警報器のチラシを配布  
 
（６）電光掲示板による広報 

   １１月９日～１１月１５日、３月１日～３月７日 川口駅前キャスティビジョン 

   秋・春の火災予防及び住宅用火災警報器設置の広報ＣＭ放映 
  
（７）講演会及び研修 

  ア．視察研修 

１０月２１日（火）参加者１６名 

国土交通省関東地方整備局関東技術事務所建設技術展示館（千葉県松戸市） 

展示館内の建設技術 DXパークで、距離と角度の地点が把握できる３次元計測機器の

実験をして、タブレット端末でドットスキャナーを使った３次元スキャンを体験。該当

物の背景がドット表示され、物体のみをスキャンしてタブレットに反映。画面のタッチ

操作で３次元の物体を確認。また、車庫内で実際に災害時に活動している災害対策車両

の説明を受け、ICT による遠隔操作可能なショベルカーの運転席や大型休憩所に拡張す

る車両等を中に入って見学。大型排水ポンプ車や、大型照明車の仕組みの説明を受けた。 

屋外で保存し劣化状況を確認している新宿駅前の甲州街道路面及び震災で損壊した

被災橋梁等を見学した。DXについての研修となった。 
  



 

 

（８）消防防災フェア（役員等９名）  

２月１５日（日） イオンモール川口（安行領根岸） 

わなげコーナー来場者１５００名 消防車ハンカチ４００枚、住宅用火災警報器のチ

ラシを配布  
 
（９）啓発資料「防火協会だより」の発行  １３１号 ８５０部 ６月発行 

（10）「 防災手帳」の作成・配布  ７７０部  

（11）「消防関係図書」の取扱い    ７６部 

（12）防火・防災ビデオ・ＤＶＤの貸出 

（13）ホームページによる防火思想の普及啓発 
 
（14）表 彰  優良事業所 １０事業所   優良防火管理者 ３名 

優良危険物取扱者 ６名   功労表彰     ５名 
 
 

 
２ 講習会等育成事業 
  
(１)事業所自衛消防隊の育成 

第４８回事業所自衛消防隊訓練発表会 １１月１１日（火）川口オートレース場 

 事業所自衛消防隊 １４隊 隊員他 計１７０名参加 
                
（２）防火・防災管理に関する講習 川口市内開催(１５回 １，４４１名)  

ア 甲種防火管理新規講習  ７回 受講者   ６８３名   

イ 甲種防火管理再講習   ２回 受講者  １４２名  

  ウ 防火・防災管理新規講習 ６回 受講者   ６１６名  
 
（３）危険物取扱に関する講習〔受講者数は当協会取扱数を記載〕 

ア 危険物取扱者保安講習（１８７名） 

   給油取扱所   １０回  さいたま市他  受講者  ５４名  

  その他の施設 １３回  さいたま市他  受講者  １３３名  
 

イ 危険物取扱者試験準備講習会（８名） 

    甲  種       ３回   川口市他    受講者    ３名  

    乙種第４類   １５回  鴻巣市他     受講者    ５名  
 
 

３ その他目的を達成するために必要な事業 
 
（１）諸会議の開催 

ア 通常総会 ５月２０日 ベルヴィ武蔵野 

イ 理事会・正副会長専務理事会議 ４月・５月・７月・１２月・３月 消防局会議室他 

ウ 監査会  ４月１０日  消防局会議室 
  

（２）関係団体との密接な連携 

埼玉県、消防局及び関係団体との連携を密にして事業の円滑な推進を図った。 
   
４ 会員状況  会員数 ６００件 （令和８年３月３１日）  

内訳：正会員 ６００件 


